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衆
議
院
議
員
坂
本
哲
志
君
提
出
意
見
の
申
出
に
対
す
る
関
係
行
政
庁
等
の
回
答
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

平
成
二
十
二
年
一
月
か
ら
同
年
十
二
月
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二

百
六
十
三
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
全
国
的
連
合
組
織
か
ら
内
閣
に
意
見
の
申
出
が
な
さ
れ
た
事
例
は
な
い
。

三
に
つ
い
て

法
律
上
の
地
位
が
与
え
ら
れ
て
い
る
地
方
公
共
団
体
の
全
国
的
連
合
組
織
が
当
該
組
織
を
構
成
す
る
地
方
公
共
団
体
の
意

見
を
集
約
し
て
申
し
出
た
意
見
に
対
し
て
、
内
閣
が
誠
実
に
対
応
す
べ
き
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
地
方
自
治
法
第
二
百
六

十
三
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
意
見
の
申
出
は
、
「
地
方
自
治
に
影
響
を
及
ぼ
す
法
律
又
は
政
令
そ
の
他
の
事
項
」

に
関
す
る
こ
と
で
あ
り
、
幅
広
い
事
項
に
つ
い
て
、
必
要
に
応
じ
て
随
時
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
そ
れ
ら
の
全
て
に
つ
い
て
内
閣
に
一
律
に
強
い
回
答
義
務
を
課
す
る
こ
と
と
は
せ
ず
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
「
遅
滞

な
く
回
答
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
」
と
す
る
一
方
、
地
方
公
共
団
体
に
と
っ
て
極
め
て
重
大
な
関
心
、
利
害
の
あ
る
場
合
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
「
当
該
意
見
が
地
方
公
共
団
体
に
対
し
新
た
に
事
務
又
は
負
担
を
義
務
付
け
る
と
認
め
ら
れ
る
国
の
施

策
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
」
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
四
項
に
お
い
て
「
こ
れ
に
遅
滞
な
く
回
答
す
る
も
の
」
と
し
て
い

一



る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
現
行
制
度
を
改
め
て
、
地
方
公
共
団
体
の
全
国
的
連
合
組
織
か
ら
の
意
見
の
申
出
全
て
に
つ

い
て
内
閣
に
一
律
に
回
答
を
義
務
付
け
る
こ
と
と
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

二


